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2018年11月14日 緩やかな減速が続く中国経済（2018年11月） 
2018年11月14日 中国の消費パワーを映す『独身の日』の活況 

2018年11月19日 
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住宅購入規制の継続で『住宅価格』は次第に落ち着く見込み 

 中国政府は『住宅価格』の高騰を抑制するため、住宅ローン規制などの住宅購入規制を実施していますが、

地方都市を中心に多くの都市で価格の上昇が続いています。米国との貿易摩擦が深刻化するなか、政府が

打ち出した景気刺激策として、金融政策が事実上の緩和バイアスにあることが、不動産市場にプラスに働いて

いるとみられます。また、大都市に比べて、地方都市の規制が緩いことも要因と考えられます。 

 中長期的には、住宅購入規制の実施継続で住宅を中心に不動産市場の上昇圧力が和らぎ、『住宅価格』

は次第に落ち着いていくとみられます。 

中国の『住宅価格』は上昇続く 
中国国家統計局は毎月、主要70都市の新築住宅価格動向を発表しています。この統計は、前月と前年同

月からの『住宅価格』の比較について、各都市別に指数で公表されています。2018年10月は、70都市のうち、

65都市が前月比で値上がりしました。前年同月比でみると、67都市が上昇しています。中国政府が住宅購

入規制を実施しているものの、中国の『住宅価格』は上昇基調が続いています。 

10月は65都市が前月から値上がり 
価格下落は4都市 

 中国国家統計局が11月15日に発表した2018年10月の「主要70都市新築住宅価格動向」によると、主

要70都市のうち、前月比で価格が上昇したのは65都市と、9月の64都市から1つ増えました。 

 一方、価格が下落したのは4都市と、9月から1つ増えました。また、価格横ばいは1都市で、9月から2つ減少

しました。 

前年同月比では67都市が価格上昇 
下落の3都市は大都市 

 10月の『住宅価格』を前年同月比でみると、67都市

が上昇し、3都市が下落しました。 

 70都市のうち、前年同月比で最も上昇したのは海南

省海口（＋22.4％）、次いで西安（＋20.7％）

でした。 

 1年前と比べて価格が下落している3都市は、上海

（▲ 0.4％）、深セン（▲ 0.4％）、南京

（▲1.0％）といった大都市です。大都市を中心に

住宅購入規制の効果が出ていると考えられます。 

前月からの 
価格上昇 

65/70都市 
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